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宗

国
宝
土
偶
の

上
野
主
事
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

こ
と
を
同
館
の
展
示
の
「
推
し
ポ

イ
ン
ト
」
と
し
た
。
遺
物
に
刻
ま

れ
た
文
様
か
ら
年
代
を
推
定
で
き

る
こ
七
や
2
体
の
土
偶
が
女
性
を

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
は
1
7

日
、
国
宝
土
偶
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ

ス
」
と
「
仮
面
の
女
空
の
展
示

解
説
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ト
ク
）
を

今
年
度
入
庁
し
た
上
野
主
事
が
学

同
館
展
示
室
B
で
開
い
た
。
市
文

化
財
諌
考
古
館
係
の
上
野
楓
主
事

（
鬱
が
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
を
務

め
、
国
宝
土
偶
の
特
徴
や
出
土
し

た
際
の
状
況
な
ど
、
参
加
者
の
興

味
関
心
に
合
わ
せ
て
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
解
説
し
た
。

生
時
代
に
縄
文
時
代
晩
期
の
土
偶

を
学
習
し
て
い
た
背
景
な
ど
か
ら

計
3
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

企
画
。
初
回
と
な
っ
た
こ
の
日
は

熱
心
な
縄
文
フ
ァ
ン
や
来
館
中
の

観
光
客
な
ど
県
内
外
か
ら
約
2
0
人

が
参
加
し
た
。

表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
根
拠
な

ど
を
解
説
し
、
参
加
者
の
質
問
も

広
く
受
け
付
け
た
。

′
上
野
主
事
は
ガ
イ
ド
を
終
え
取

材
に
「
緊
張
で
少
し
早
口
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

話
し
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
。
「
土

偶
の
ど
こ
に
引
か
れ
る
の
か
を
よ

く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
縄

文
人
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
う

か
が
い
知
れ
る
と
こ
ろ
だ
」
と
そ

の
魅
力
を
語
っ
た
。

同
館
に
よ
る
と
、
来
館
者
か
ら

国
宝
土
偶
の
解
説
を
聞
き
た
い
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
中
、

上
野
主
事
は
ガ
イ
ド
冒
頭
、
「
縄

文
時
代
の
国
宝
は
国
内
に
6
件
あ

る
が
、
う
ち
2
件
を
こ
の
館
で
収

蔵
し
て
い
る
」
と
説
明
。
4
面
ガ

ラ
ス
張
り
の
展
示
ケ
ー
ス
で
3
6

0
度
か
ら
国
宝
土
偶
を
見
渡
せ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
2
月
2
1

日
と
3
月
2
1
日
に
も
実
施
す
る
。

時
間
は
両
日
午
後
1
時
3
0
分
～
同

2
時
1
5
分
。
参
加
は
無
料
だ
が
、

入
館
料
が
必
雫
問
い
合
わ
せ
は

同
館
（
電
話
0
2
6
6
●
7
6
●

2
2
7
0
）
へ
。
（
平
岡
大
輝
）


